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メディアッテラシー
テレビや魔メディアの主に糠み鱗0-

出 瓢メ デ9・苛 た 入n
亀.t.• 寄ク＾つ書“”““

裏ちが．饂日鋼曼なく見ているニュースや響量
の富偏にJ11いもかけない仕聾けが轡んでいるとと
がわかります．テレピや輌聞との付0合い方から
メディアの富薔まで、わかりやすい●贔ぐ●かれ
ています． 「そうだった0か1」がたくさん凡つ
かる＊です．

オナのメデダ・リテラシー
・逗真慮テッOIll●””年

メディア〇鴨み僭9カ患叡〇る・釦汽tし渭澤＊
人になってしまった人0ため0＊で．テレビ烏
でセク^ ’、女性問露＂性 1i1l-0ドキュ
メントを剥作して0た書きならで注の複点に、目
からうろとがちる一・で... 

メデわ』テラン→辺—ー観9J
．．．纏事代書薦“““

aぜム8血には必ずといっていいほど『みるみ
る重るJ広告があるのか？などを例に、サブタ
イト）Hにある「蠣歳された憎蠅とつくられる性の
イメージJについてわかりやすく書かれていま't'.
メディアに輿隣がある方にもジェンダーに輿嗅炉
ある力にもぜひ鵞んでいただ官たい＊です。
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＂̂ご l:tんで貪卓に震麟鬱

●鰤賣村欝疇Q'IJ-
ン

一性 を 対 黛 に ・ •鑽に輯遭鼈つくることをとおし疇註譴鯰絨分観富朧の纂溝ゆワーク・ライフ・バランス

につ9w:'!Iえてもらう欝庄憲隻鑢しました

軍しばらr肱：腱、蟷●割叩に＂瀾似鳴 9だ令．蜘が作礁戴饂詈で作るも絨,s.
ーっ む 靡：一J嶋剰以障蝙誓".l<il亀齢ついで鵬紺割9喜はこ鸞こ

Jい謂嶋謡恥と遭馴愚鼻辺り．で叫匹切叡9と韓るa:＂置訪豹凜 h訊＇に

輝甕をするうえで墓拿となる計・鴨員碑い力こついて ri.,シL℃≫M●ど
葛り計ることがポイント」とのアドバイスをコけたババだちは、・命に潤覆

に諏り組み蒙レた

子ともたちの声識を如てでeぁが9た畏還む・族と一に貪べ rとて
も砒9UA」という声がおがり零したババたちからは頃憲む鴫B作って

・’ 
くれ力記のかっ~‘「疇心9ードルが話くなづ口、｀
襲つだ」等の声が疇せられ蒙した

輝尋は糟l'はな拿蒙への恩いやり～Jtlな繹遷を匹こと内漕囁が轟

ひ、如鼻て”℃賽.,,,ている順駁た＜匹叉てほい氾ので9.

退朧前襲の異女の行動と重朧の実籐は？

男女m専讃遭センクーでは暑近な女性・舅雙胃麗
奮テーマにした市1ilグルーブによる●拿寅奮宣撼し
ています．
亭東？年饗は、 Ill編愴代0グル―.Iが駅鶴嶋嵐にお

け臼鵬讃の男貪を蜻亀に這朧如暉や“馳：
どについて.童し零した・会頭鯵化の編浪鼻搭に
遍どのような生活をしたいのか、また蟻域からは
債蚤東めらnているのかを．輪で発磯0丑
ら鋼介します．1....グルカ NPO縫人麟・au●もくご贄ンター

圧べ】疇躙0瓢疇 頃 皿 暉 細 ” 瓢
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,----・-ー・-・---・-----・-----・-----・-----・---------・-： 市島グルーノ瓢量蜻究鶉言会 3月68 : 

·--·-----·-----·-----·---------•一•---• -----• ------' 
2025年には 4人に1人が65菫以.l:Cな る

ぃl'ltl"tl,lff.少刊庫U鵬で這日零：即t
これら多く狐譴碑疇訪は一

鬱汲であろうば"”"＂"＂ ‘9ら、’目の鵬蓋
が行なわれまし1i:;.患女2e5名＂ら得口讚虹暉レ．

鴫告•としてまとめられていま吝．
遍罵亀遭S~4B仕事霰してい紐性は4ア．7％

女 33.7％で．かなりの轡eの人が仕事霰していま

した平撃134.0001!1.女性7aoooP.l
で．璽女，，なり〇懲饒があることがわかりまレた

「コミュニティ→力臼世鰐霰している人」は雙匠32.5
％女30.2鵞で． 「囚世雹澤；していない人で9懺し

たい人la馳9巳舅58.3狐紐50DE細
ぼり、 1!111四琶は置女と包臼鎗・櫨醜人・扉・

戴との支複気遺這の交朧ゆJ!!性化なeび攣げられ

ています．

このうに．這賣朧も仕事や晒璽霰しle(.¥t：轡えてい

｀心多く．これら躙磯闇ハ囀置と勤む
コに輝し畑紐鯖鵬／に紐轟山鶉られて

ぃむと病血りまし乙

直い盪の墨女の行璽についての＂騎繋い・きでした
馳’'罵lしソ9-9..→鳥 2● 
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育児奮圃記，目坤
一アり~•ヘイば--北”"市立大攀において． JI宣` ＇めて育児体集警 n幡したイギリスのアグA・ヘイルズさんに．

匹中の青児偉攣や・ワーク・ライフ; Itランス傭について、お冨しいただe竃した．

にのレポーHは纏凛0一センターで裏納したものです）

伝叩ぬ冑邸叩鳥I
イギリスでは、子ともが生蒙れてから2麟、会社紅んでぶ店輝ガある吹、三女奴皿田糧

に11児信凜菱決置したのは急にとってごく自然なことだった．戸如Aながらも子とものお弁当ft!り

四籠塵の送砒捧凰貪●作り等の．．の合層に仕●と、 2“頓m忠足09め零ぐるしい生窓

鴨 9匹凱く遍ごt：とがで殷．

大雰の置肇漕という鴨ti)..は鎧の鵬讀よりも胃見~休豊をとりやすいと111う．しかし讀直に蕩

層霰かけたくないとl1J遍Illから、今まで輯曇で取胃した人は一人もいなかった．塾は2人の鍛の11f

鬱翫渇以9、琴〇瞳訓闘遍閲とその犠Sヶ月闊も層薗閾"”"”霊を取鴨uak職爆の

仲闘は遭鶯葦示し応璽レてくれた 「ウの自分II:●は竃●や胃児蒼すること」とIIり切ってョぇ

ることi1人Uだと鼠ぅ．

ImEと仕高田汚エス1

“と仕翻副いぶ鴨＆臆も泣雌、子ともや鱈欲紐頃う．

r令日この仕事を本当にしなければならないか」といつも自分に闘いかけていた

艶 l'”紐ること蒻諏ことで匹く、譴謂呻で鵠疇でやること
母の真似はしなくていいと凰う．

|「男らしさ・女らしさJはとこからきたのか1

r男らしさ・女らしさJ のイメージはメディ]1の瓢•“人書い・テレビ疇で男怜の蘊さをアピール
したCM霰幼~I讚から晃績けると・メディアがつくりあげた r舅らしさ」をカッコいいと患ってl,ま

ぅ．その銘攣甕性益子育てや軍事轡に鐸心を槽ちにくくなるメディアの中の「舅らl,さ・女らし

む口駁Jaロいことが心であ．

1塁性もm問凜翫：ろうI

、9tの言ることに日本人と外墨人との鱒に量いはなく、外饂人だから輯煙や子育てをするわけでは

ない．私も"“'に連璽壱か＂たくない」と愚うことがあったが．その躙期しか醗わえない．子とも

と触れあえる貴重な糟胄琶顧しみたいと璽し1．育児体羅書とった．日本の男性も育民体鑽をとる璽賛

を糟ってほしい疇また、食社も一しや9い蠅羹を蓋えてほレt:IIぅ．
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璽女平等攘進センターでは、 II女共四・國社会の賽碩に日けて、今年魔もさまさまな負震から謂
塁をイペントを四国し賽篇していきます．
し...にぱ性讀にとらわれ費 e分らし＜●いて生きるだむ叱ントがありまir.
せ、あなたも加してみませんか1
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入社した1~ 「墨女朧旧懺8比る法」叫足懺でしたが、

当鳴の奮瀾社の社墨は r!!I性中心社去」そのものだった”諏U直

宅できない墾笠記誉の雹匹霰鬱巣這がるという峯が当たり葡

の糟代であり、仕事霰Bめた虞は璽性社員から r纏ち疇ん」と印ば

れていた
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＾女平苓預重•からのお知らせ～

『●9零久璽攣事＂會囀胃 ..  6冒劇●●●9閾賣mtllJ”霧慮ff

久雹米市では ll!I女n...万霞計冨に墨づき、璽女が互いに尊璽しあい一人ひとりの鱈性と朧力吝

覺るまちつくり豪遍めていま言．このたひ平虞23年塵力らの新たは計.tあるr!lla淑男女共繹

.lffi鼠酎冨・葺1闘実纂計＇U霰議定．し零した・

9墾女の自立とll!I女n..圏U公の実印吝目IIとするこの計鬱では甕1編実鵞計冨（平鵡23~
27年塵）における146..の全てに成景州II＆駄足し、うち66事撼には霊讐目綱を細していま

す．また、今霞初めて笥藁ごとの虞景鱈襴霰設定し、鰤合的な評11を簑鰤'"“̀7の印年虞（平虞26
年虞）に行います・籠絨IIの主なものは次のとおりで．

篇 鯛 餓 畢 霧 量 --一IIn●uレこな砥・I、.9．四内蝙・9霞』 ~Iう·え本 砥 a% GO.O"-
叫

虹•怜慣rm紐 •[ ．． 清界1 で零事-t:•じるA.m.き

立"‘ 33,0'6 
宣＂の揖畿

*r-9はll」•J で零等と戴
e人の9艶『 ェz “)．匹

ワーク・ライフ・バラ 生 C鍔けるr仕事・匹・モ

ンスの櫓遍 -Ill磁 ffil.l，，，＂認UとIll 1ao 10.0"-

血配渭6塁馳事鄭．＂~る胄III.“ICよる
＇ l．庄lu層層昂介畢疇U間墾mm如鳳 4月から菖-畢疇U暉 L 
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配 員鵬甘割這へ雌直
鯖賣には人の目をIくタイ1-ルがつけらnがらだが糟に女距〇

鸞にはその直胄が・着である匹 E沼四J工(1JUJ鰭さん」の

ニュースが大きく誼り上げられた纏•一暉で男性記者たちから

「ママ宇宙齋行士の山彎さ，，，Jという細ゅ、女f.i:t霰宣え

る夫や子ともという欝園で記事霰属胃しようという・只が出され

た。これが墾笠飛行なら、ただ●に E沼四J工(1JUJ鰭さん」と

なる

璽に穀きる凶霞盲件の詑事にしても m害晉ガ璽性の鸞台、

名鰤載：「釦成の瓢だが．女樹鳴鯰「OO陪輝j

と｀あえて下逸葡霰饒用することによって預這牲＆：樟遍させてい

るこのように、記事の中には女性に対する置只豪持って讐かれて

いるものもある

亭、西8本聞社U瓜仕社・a遭晒は16％覆虞なので、攣々な

点で璽性中心の汲点で編饂が遭められる傾知にある輪しかし女性が

巫くらいになると璽性記奢に虹芍9る力となり．女性に鱈する●

只の少ない記事に壼づけることができると凰う．

メデマア・リテラジ：：0．． 
懃蒻翻鰊躙＂閲［は畑鮒髄口＇磯

削遭瓢、数屈鳴賦馳心寧コしつ薗”̀.tり

ること．名霰籟費晒1U1登宦霰坦う女性朧員甚嬬やすことの3点

溝咋れ＆糟に一謂R匹磁層一人加で．＇＜磯

虹霞篇讐員のなかで霊只が逼りにくい状況にある. rせめltu生が
3人いると力になるのに」と欝に嬉~じているそれゆえ疇纏会甚は

しめ讚Rな砿薫ゆ重患決足逓軽にもっと女性が遭えることで．女性

帽 9紐隣 され て．随は礁四愧皇づくり潤駄な

るのではなwごろうか．
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